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ファンモジュールの交換
交換作業を 1分以内に行う限りは、スイッチの稼働中にファンモジュールを 1つ交換できま
す。1分以内に交換できない場合は、交換用ファンモジュールを手元に用意して交換作業がで
きるまで、元のファンモジュールをシャーシに置いたままにして、設計どおりのエアーフロー

を確保してください。

動作中にモジュールを交換する場合は、交換用ファンモジュールのエアーフローの方向が正し

いことを確認します。交換ファンモジュールは、シャーシ内の他のモジュールと同じエアーフ

ロー方向にする必要があります。また、空気の流れの方向がコールドアイルから空気を取り込

み、ホットアイルに空気を排出することを確認しますそうでない場合、スイッチが過熱しシャッ

トダウンする場合があります。

シャーシ内のすべてのモジュールのエアーフロー方向を変更する場合は、すべてのファンおよ

び電源モジュールを他のエアーフロー方向を使用するモジュールに交換する前に、スイッチを

シャットダウンする必要があります。動作中はすべてのモジュールでエアーフロー方向が同じ

である必要があります。

注意
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ファンモジュールの取り外し

ファンアセンブリをシャーシから外すときにファンがまだ回転している場合があります。ファ

ンアセンブリの筐体の隙間に指やドライバなどを近づけないでください。

注意

手順

取り外すファンモジュールの両側を押して、モジュールがコネクタから外れるようにハンドルを引っ張り

ます。

ファンモジュールの取り付け

始める前に

•ファンスロットの 1つは空いていて、新しいファンモジュールを取り付けられるように
しておく必要があります。

•スイッチが稼働中は、新しいファンモジュールを手元に用意して元のファンモジュール
を取り外してから 1分以内に取り付けるようにする必要があります。

•新しいファンモジュールは、スイッチに取り付けられている他のファンおよび電源モジュー
ルと同じエアーフロー方向になっている必要があります。

手順

ステップ 1 ファンモジュールのハンドルを持ち、ファンモジュールの背面（電気コネクタがある側）をシャーシの空
いているファンスロットに合わせます。

ステップ 2 カチッと音がするまでスロットにファンモジュールを挿入します。

ステップ 3 ステータス（STS）LEDが点灯し、グリーンになることを確認します。

電源モジュールの交換
スイッチには、冗長性のために 2つの電源モジュールが必要です。1つの電源モジュールで動
作の必要電力を提供すると、新しい電源モジュールがシャーシ内の他のモジュールと同じエア

フロー方向である限り、動作中に他の電源モジュールを交換できます。

コンポーネントの交換
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電源は、設置されている他の電源と同じ電源タイプの、サポートされた電源と置き換えます。

さらに、電源へのエアフローの方向は、設置されたファンモジュールのエアフローの方向に一

致するか準拠するしなければなりません。スイッチで使用されているへのエアフローの方向

に対して、ファンモジュールのカラーリングを参照してください。

AC電源モジュールの取り外し
AC電源を削除するには、まず電源ケーブルを切断し、シャーシから、モジュールを削除する
必要があります。

始める前に

•動作中に電源モジュールを交換するには、他の電源モジュールを交換している間にスイッ
チに電力を供給する機能的な電源モジュールが必要です。スイッチに取り付けられている

電源モジュールが1個だけでそれを交換する必要がある場合は、元の電源モジュールを取
り外す前に新しい電源モジュールを空いているスロットに取り付けて電源投入します。

•シャーシが接地されていることを確認します。接地手順については、シャーシのアース接
続を参照してください。

手順

ステップ 1 電源コードを外す電源装置の電源コンセントから取り外します。LEDがオンになっていることを確認しま
す。

（注）

LEDがオレンジに点灯している場合があります。これは、入力電源が切断されたことを示します。

ステップ 2 電源モジュールは、サムラッチを左に押した状態にしてシャーシから少し引き出して、取り外します。

ステップ 3 シャーシから引き出す際、もう一方の手で下から電源モジュールを支えます。

電源モジュールは、静電気防止用シート上に置くか、梱包材で包みます。

次のタスク

交換用電源モジュールを取り付けます。

AC電源装置の取り付け
一方の電源モジュールがスイッチに電力を供給している間にもう一方の電源モジュールを交換

できます。

コンポーネントの交換
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始める前に

•取り付ける電源モジュールは、同じスイッチに取り付けられているファントレイと同じエ
アーフローの方向を使用できる必要があります。同じスイッチに取り付けられている他の

電源モジュールと同じタイプの電源を使用する必要があります。（同じスイッチで AC、
DC電源を混在させないでください。）

交換のため取り外す電源モジュールと、取り付ける電源モジュー

ルのハンドルの色が異なる場合は、スイッチ内の他のモジュール

とエアーフローの向きが同じである（または同じになる）ことを

確認してください。

（注）

• AC電源は、交換用の電源モジュールで使用される電源ケーブルの届く範囲内にある必要
があります。n+n電源の冗長化を使用している場合は、シャーシに取り付けた電源モジュー
ルごとに個別の電源が必要です。そうでない場合は、電源が 1つだけ必要です。

•交換用モジュールを取り付けるシャーシへのアース接続が存在する必要があります。通
常、シャーシはアースされたラックとの金属間接続によってアースされます。シャーシを

アースする必要がある場合は、シャーシのアース接続を参照してください。

手順

ステップ 1 片手でモジュールの下に交換用の電源モジュールを持ち、もう一方の手でハンドルを持ち、リリースラッ
チが側面に来るように電源モジュールを回転させます。電源モジュールの後端（電気接続の端）を、空い

ている電源モジュールスロットに合わせます。電源を注意深く空いているスロットに所定の位置でカチッ

と音がするまでスライドさせます。

（注）

電源モジュールが空きスロットに合わなかったら、モジュールを反転してから空きスロットに慎重に挿入

します。

ステップ 2 リリースラッチを使用せずに電源モジュールをスロットから引き出すようにして取り付け具合を確認しま
す。

電源モジュールが動かなければ、スロットに確実に固定されています。電源モジュールが動く場合は、慎

重に、カチッと音がするまでスロットに完全に押し込みます。

ステップ 3 電源モジュール前面の電源コンセントに電源ケーブルを接続します。

ステップ 4 電源コードのもう一方の端が電源モジュールに適した電源に接続されていることを確認します。

ステップ 5 電源モジュールのLEDが緑色になっていることを確認して、電源モジュールが動作可能であることを確認
します。

コンポーネントの交換
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Small Form Pluggableモジュールの取り付けと取り外し

始める前に

サポートされる SFPモジュールおよび SFP+モジュールの一覧は、Cisco Nexus 9324C-SE1Uス
イッチ（cisco.comのデータシート）を参照してください。プラットフォームには、サポート
されている SFP/SFP+モジュールのみを使用してください。

Statement 1008—Class 1 Laser Product

This product is a Class 1 laser product.

警告

インターフェイスモジュールで SFPを取り外してから挿入するまでの間は、少なくとも 30秒
間待機することを推奨します。これによって、トランシーバソフトウェアの初期化とスタンバ

イ RSPの同期を可能にします。これより短い時間で SFPを変更すると、トランシーバの初期
化に問題が発生し、SFPをディセーブルになる可能性があります。

（注）

• SFPモジュールポートおよび SFP+モジュールポートの埃よけプラグ、または光ファイバ
ケーブルのゴム製キャップは、ケーブルを接続する準備が整うまでは取り外さないでくだ

さい。これらのプラグおよびキャップは、モジュールポートやケーブルを汚れや周辺光か

ら保護する役割を果たします。

• SFPモジュールおよび SFP+モジュールの取り外しや取り付けを行うと、モジュールの耐
用期間が短くなる可能性があります。SFP/SFP+モジュールの取り外しや取り付けは、必
要最低限にしてください。

•静電破壊を防ぐため、ケーブルをスイッチや他の装置に接続する場合は、ボードおよびコ
ンポーネントを正しい手順で取り扱うようにしてください。

•複数のポートに複数の SFPモジュールおよび SFP+モジュールを挿入するときは、各 SFP
/ SFP+モジュールを挿入してから次のモジュールを挿入するまで 5秒間待機します。これ
により、ポートが error/disabledモードにならなくなります。同様に、ポートからSFPおよ
び SFP+を取り外したときは、再度挿入する前に 5秒間待機します。

手順の概要

1. 手首に静電気防止用リストストラップを着用して、ストラップの機器側をアース表面に接

続します。

2. SFP/SFP+モジュールは、送信側（TX）および受信側（RX）の印があるほうが上面です。
3. ベールクラスプラッチ付きの SFP/SFP+モジュールの場合は、ロック解除の位置までラッ
チを開きます。

4. モジュールをスロットの開口部に合わせて、コネクタをスロットの奥にはめ込みます。

コンポーネントの交換
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5. モジュールにベールクラスプラッチが付いている場合は、ラッチを閉じて SFP/SFP+モ
ジュールを固定します。

6. SFPおよび SFP+のダストプラグを取り外して保管します。
7. SFPケーブルおよび SFP+ケーブルを接続します。

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

手首に静電気防止用リストストラップを着用して、

ストラップの機器側をアース表面に接続します。

ステップ 1

SFP/SFP+モジュールによっては、送信側と受信側
（TXとRX）の印の代わりに、接続の方向を示す矢
印が付いている場合もあります。

SFP/SFP+モジュールは、送信側（TX）および受信
側（RX）の印があるほうが上面です。

ステップ 2

ベールクラスプラッチ付きの SFP/SFP+モジュール
の場合は、ロック解除の位置までラッチを開きま

す。

ステップ 3

モジュールをスロットの開口部に合わせて、コネク

タをスロットの奥にはめ込みます。

ステップ 4

モジュールにベールクラスプラッチが付いている

場合は、ラッチを閉じて SFP/SFP+モジュールを固
定します。

ステップ 5

SFPおよび SFP+のダストプラグを取り外して保管
します。

ステップ 6

SFPケーブルおよび SFP+ケーブルを接続します。ステップ 7

QSFP/QDDトランシーバモジュールの取り付けおよび取
り外し

ここでは、Quad Small Form-Factor Pluggableトランシーバモジュールの取り付け、配線、取り
外しについて説明します。光トランシーバの詳細については、『Cisco Transceiver Modules
Compatibility Information』を参照してください。

トランシーバモジュールの取り付け

コンポーネントの交換
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ステートメント 1079—高温表面

このアイコンは、高温表面の警告です。怪我を避けるため、適切な保護なしで触れないでくだ

さい。

警告

トランシーバモジュールは、静電気の影響を受けやすいデバイスです。トランシーバモジュー

ルを取り扱ったり、システムモジュールに触れたりする場合は、静電気防止用リストストラッ

プのような個別の接地デバイスを常に使用してください。

注意

使用されておらず、光モジュールが接続されていないポートにクリーンダストキャップ

（8000-QSFP-DCAP）を挿入するか、トランシーバポートを保護します。光モジュールが接続
されていて、使用されていない場合は、光モジュールに付属していたダストキャップを使用し

て、光モジュールの TX面と RX面を保護する必要があります。

ファイバケーブルを別のモジュールの光ポートに差し込む場合は、その前に、必ずファイバ

ケーブルの光学面をクリーニングしてください。

スイッチにはダストキャップが装着された状態で出荷されます。光ファイバを接続する準備が

整うまで、ダストキャップを装着したままにしておくことを強く推奨します。ダストキャップ

は、ポートを EMI干渉から保護し、集塵による汚染を防ぎます。

注意

EMI干渉の要件を満たすために、ポートが光モジュールで使用されていない場合は、金属製ダ
ストキャップを使用する必要があります。

注意

始める前に

必要な工具と部品

• ESD（静電放電）の発生を防止するためのリストストラップまたはその他の個人用アース
装置

•トランシーバを置くための静電気防止用マットまたは静電気防止材

•光ファイバ端面のクリーニングツールおよび検査機器

コンポーネントの交換
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手順

ステップ 1 静電気防止用リストストラップを自分自身とシャーシまたはラックの適切な接地点に取り付けます。

ステップ 2 トランシーバモジュールを保護パッケージから取り外します。

ステップ 3 トランシーバモジュール本体のラベルを調べて、使用しているネットワークに適合するモデルであること
を確認します。ダストプラグは、ネットワークインターフェイスケーブルを取り付ける準備が整うまで外

さないでください。ダストプラグは画像には示されていません。

ステップ 4 IDラベルが上になるように、トランシーバのプルタブを持ちます。

ステップ 5 トランシーバモジュールをトランシーバソケット開口部の前面に合わせ、ソケットの電気コネクタに接触
するまでトランシーバをソケットに慎重に挿入します。

図 1 : QSFPトランシーバモジュールの取り付け

ステップ 6 トランシーバモジュールの前面を親指でしっかりと押して、トランシーバをモジュールのトランシーバソ
ケットに完全に装着します (「QSFPトランシーバモジュールの装着」図を参照)。

図 2 : QSFPトランシーバモジュールの装着

重要：ラッチが完全にかみ合っていないと、トランシーバモジュールが突然外れることがあります。

コンポーネントの交換
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光ネットワークケーブルの接続

始める前に

ダストプラグを取り外して光接続を確立する前に、これらの注意事項に従ってください。

•接続の準備が整うまで、未接続の光ファイバケーブルコネクタとトランシーバの光ボアに
保護用ダストプラグを付けておきます。

•接続の直前に、光コネクタの終端を点検および清掃してください。

•光ファイバケーブルを抜き差しするときは、光コネクタハウジングだけをつかんでくださ
い。

•トランシーバモジュールとファイバコネクタには、誤挿入を防ぐためのキーが付いていま
す。

•光トランシーバのマルチファイバプッシュオン（MPO）コネクタは、物理接触（PC）ま
たは超物理的接触（UPC）フラット研磨面タイプのネットワークインターフェイスケー
ブルに対応しています。光トランシーバのMPOコネクタは、斜め研磨接触（APC）面タ
イプのネットワークインターフェイスケーブルには対応していません。

•適切なケーブルタイプ、清潔さ、および損傷の有無についてMPOコネクタを検査します。
光ファイバ接続の検査と清掃方法の詳細については、『Inspection and Cleaning Procedures
for Fiber-Optic Connections』マニュアルを参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 光ネットワークインターフェイスケーブルのMPOコネクタとトランシーバモジュールの光ボアからダス
トプラグを取り外します。ダストプラグは将来の使用に備えて保管しておいてください。

ステップ 2 ネットワークインターフェイスケーブルのMPOコネクタをトランシーバモジュールにただちに接続しま
す。

コンポーネントの交換
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図 3 :トランシーバモジュールのケーブル配線

トランシーバモジュールの取り外し

トランシーバモジュールは、静電気の影響を受けやすいデバイスです。トランシーバモジュー

ルを取り扱う場合やモジュールに触れる場合には、必ず ESDリストストラップまたは同様の
接地デバイスを使用してください。

注意

トランシーバモジュールを取り外す手順は、次の手順に従ってください。

手順

ステップ 1 トランシーバコネクタからネットワークインターフェイスケーブルを取り外します。

ステップ 2 トランシーバの光ボアにダストプラグをただちに取り付けます。

ステップ 3 プルタブを持ってゆっくりと引き、トランシーバをソケットから解除します。

図 4 : QSFPトランシーバモジュールの取り外し

ステップ 4 トランシーバをスライドさせてソケットから抜き取ります。

コンポーネントの交換
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ステップ 5 トランシーバモジュールを静電気防止袋に収納します。

コンポーネントの交換
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


